
懐かしいふるさとの思い出に花が咲く

　ふるさと会とは、札幌や首都圏に在住の弟子屈町の出身者を会員として、町の発展のための活動をしていた
だいている団体です。新型コロナウイルスの影響で、札幌弟子屈会、弟子屈ふる里会、ともに４年ぶりの開催
となりました。それぞれの会の中で、德永町長から今の弟子屈町についての近況報告や地域おこし協力隊　川
上隊員からYouTube公式チャンネルなどの活動報告が行われました。

札幌と東京でふるさと会を開催

　町関係者を含め41人が参加。町公式YouTubeチャンネ
ルの動画を見て、大いに盛り上がりました。

第62回札幌弟子屈会
（札幌市　札幌ガーデンパレス）

９月10日

宮崎会長のあいさつ

参加者の様子

川上隊員の活動報告

平下会長から斉藤新会長への引き継ぎ

德永町長からまちの近況報告

開催の様子はYouTube弟子屈町
公式チャンネルでご覧ください。

　町関係者を含め38人が参加。会に先立ち、町から森内重
則氏へ善行表彰が贈られました。

第32回弟子屈ふる里会
（東京都　ホテルグランドヒル市ヶ谷）

10月14日

平下覚会長のあいさつ 善行表彰式

開催の様子はYouTube弟子屈町
公式チャンネルでご覧ください。
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たな地域おこし協力隊員が着任！新
　本町の地域おこし協力隊に新たに２人の協力隊員が10月１日に着任しました。
　着任したのは、松原　希衣（まつばらきえ）さん（36歳）、青木　夏奈（あおきなつな）さん（26歳）。
　お二人は企業研修型地域おこし協力隊員として、町から委託する研修先の企業に所属し活動を行っていき
ます。松原さんは中心市街地活性化等推進員、青木さんは観光コンテンツ造成支援員として活
動します。
　すでに着任している11人の隊員とまちづくりに新しい風を吹き込みます。
　町公式ユーチューブチャンネルでは着任の様子を配信しています。ぜひ、ご覧ください。

お問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

地域おこし協力隊とは
　地域おこし協力隊は、人口減少や少子高齢化などの進行が著しい地方において、地域外（都市部）の人材を
積極的に誘致し、その定住・定着を図ることで、地域力を維持・強化していくことを目的とする取り組みです。
2009年に総務省によって制度化されました。
　2022年度には、全国1,116の自治体で6,447人の隊員が活躍しています。

▶前住所／東京都
▶趣　味／ 映画、ドラマ鑑賞、
　　　　　ゲーム配信視聴
▶長所／なんでも美味しく食べる
▶好きなこと／ おでかけ、美味しい

ご飯を食べること

▶前住所／うどん県（香川県）
▶趣　味／料理、星空観測、
　　　　　中国語の勉強
▶長所／好奇心旺盛！
▶好きなこと／ 食べること、旅行、

音楽、犬

松原 希衣さん

青木 夏奈さん

プロフィール

プロフィール

　初めまして。弟子屈町地域おこし協力隊中心市街地活性化等推進員として着任しました松
原希衣です。
　これまでは、都内の映画配給会社で邦画洋画の宣伝・企画・製作・パッケージ制作等に携
わっておりました。現在も個人的に自主制作映画に特化し作品を世に出すお手伝いを行って
います。
　生まれは愛知県の港町、その後、大阪・東京（間に少しだけ群馬）を経て、弟子屈町にた
どり着きました。今回移住することになるまでは旅行でも北海道に訪れたことがなく、北国
で暮らすだなんて想像したことがありませんでした。人生の半分ほどを都会で暮らしていた
こともあり、この町へ越してくる際は正直不安が強かったのですが、この街に来てからは日々
新たな発見があり、毎日が宝探しのようなワクワクで満ち溢れています。
　これからは、弟子屈町のまちづくりを担う株式会社テシカガタウンラボに所属し、主に中
心市街地の活性化や特産品開発関連事業などに取り組んで参ります。弟子屈町の、ひいては
道東の大自然のなかで、街の皆さんからご意見を頂きながら、町の一員として調和しながら、
活性化に繋がるアイデアを少しずつかたちにしていきたいと思っています。まだまだ知らな
いことばかりですが、まちづくりを通してこの町に貢献していけたらと思いますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

　初めまして。10月から摩周湖観光協会にて地域おこし協力隊観光コンテンツ造成支援員と
して着任いたしました青木夏奈です。
　香川県ではホテルのレストランや、団体ツアーの添乗員、ラジオ局でのお仕事など様々な
業種に携わってきました。中でもラジオ局のお仕事では、番組の企画やディレクション、パー
ソナリティなど多岐に渡ったお仕事をさせていただきました。その経験を活かし、この町の
情報発信や新規コンテンツ造成に取り組みたいと考えています！
　また、香川県から北海道への移動というガラッと環境が違う今、美味しい食べ物や大自然
の中での生活、温かい町民の方との触れ合いなど、まだまだ観光客気分で弟子屈町を満喫さ
せていただいています。
　ただ、マイナス何十度となる冬の生活は未知で不安ではありますが、私の好奇心はそれも
一つの楽しみだと捉えているようです笑
　観光に携わるお仕事は初めてですが、今までの経験を活かしながら、弟子屈町の皆さんと
一緒により良い観光地域を作っていきたい思いでいっぱいです！
　これからどうぞよろしくお願いいたします。
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